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「みちびきを利用した実証実験」成果報告書（概要版） 

実証実験名 
みちびきを活用した 

走行車両（モビリティ）における地震等災害対策 に関する実証実験 

実証チーム構成

組織・団体名 

三菱スペース・ソフトウエア株式会社 

（協力企業：SBドライブ株式会社） 

実証実験概要 

（200文字程度） 

将来、公共交通等に自動運転車両を導入していくためには、地震等の災害発生時に

乗客を守る安全・安心機能を実装することが重要となる。 

本実証では、みちびきからの信号と地域のGIS情報とを組み合わせた、自動運転車両の

緊急停止システムと、その場所の危険度をリアルタイムに通知するシステムを構築。埼玉

県川口市SKIPシティにて、この2つの防災システムを利用する自動運転バスを走行させ、

各システムの実現性と有効性を実証した。 [199文字] 

実証実験成果 （図表等を用いて自由に記載してください） 

アプリケーション概要（使用データを含む） 実証方法・規模等 

・各機能の構成： 

 
 

 

・日時：2020/2/25～28 

・場所：埼玉県川口市 SKIPシティ 

・実験内容： 

自動運転バスの走行中に相模トラフにてM7.3の地

震が発生したと仮定。緊急地震速報とみちびきから

の災危通報の各訓練報を実際に発報し、実時間で

各システムの機能実証を行った。 

 
・実験車両：自動運転バス（ポンチョ） 

 
・実験参加者：約150名 

 

ビジネス化に向けた課題と今後の展望 まとめ 

・ビジネス化に向けた課題： 

緊急停止システムは、実際に公道で停止させるため

の更なる安全性確保（停止方法等）について検討

を進めることが必要。危険度通知システムは、関連す

るハザードデータの充実化やデータ共有の取り組みを

進めていくことが今後重要となる。 

・今後の展望： 

自動運転に関連する業界を中心に本実証結果を

紹介していき、認知度向上を図る。また、学術研究

機関との連携や、防災関連事業等での活用も検討

する。 

みちびきの信号を活用した地震防災機能を備えた自

動運転バスの走行実証実験の結果、みちびきから配

信される測位信号や災危通報を活用することで、 

 地震発生時の車両緊急停止機能(緊急停止シ

ステム）による 自動運転バスの安全な停止 

 避難時の支援情報提供機能（危険度通知シス

テム）による 自動運転バスの乗客に対する防災

情報（危険度など）の提供 

各々の技術検証ができ、実用化に向けての有用なベ

ースラインデータを得られたと考える。 
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❶出発直後に地震が発生し、被災する設定

❷ 緊急地震速報の受信をトリガに、高精度位

置情報と地盤情報を用いて、バス位置ピン

ポイントでの地震震度と到達時刻を予測。

バスの遠隔モニタシステムに地震情報を送信。

❸ バスを緊急停止。停車した場所が、災危通

報とハザードマップに照らして危険地域かどう

か判定し、画面に表示。

❹ 周辺の避難所情報を表示し、バスの乗客の

避難判断に活用する


